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本
書
は
近
世
中
央
ア
ジ
ア
史
の
専
門
家
と
し
て
現
在
も
っ
と
も
活
躍
し
て
い

る
著
者
の
業
績
を
集
大
成
し
た
堂
々
た
る
大
備
で
あ
る
。
そ
の
骨
子
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
γ
封
建
吐
曾
史
序
説
|
ホ
1
ジ
ャ
時
代
の
一
考

察
」
(
歴
史
察
研
究
・
二
ニ
四
、
一
九
四
八
)
以
後
、
著
者
が
次
々
に
護
表
し

て
き
た
十
数
篇
の
論
文
で
あ
る
u

し
か
し
、
こ
の
聞
に
東
西
の
諸
史
料
を
博
捜

し
て
研
鎖
を
加
え
、
中
央
ア
ジ
ア
近
世
史
の
新
分
野
を
開
拓
し
た
著
者
の
努
力

に
劃
し
て
は
深
く
敬
意
を
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
書
の
構
成
に
つ
い
て
い
え
ば
、
史
料
・
文
献
を
解
題
し
た
序
説
に
つ
ず
く

本
文
は
九
章
か
ら
な
り
、
著
者
自
身
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
、
「
清
朝
支
配
下

の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ウ
イ
グ
ル
人
の
支
配
階
級
や
民
衆
が
い
か
な
る
状
態
に

お
か
れ
、
い
か
な
る
一
位
曾
的
、
政
治
的
生
活
を
も
っ
た
か
。
さ
ら
に
、
西
隣
の
2

1
カ
γ
ド
汗
圏
、
北
隣
の
カ
ザ
l

フ
人
と
東
ト
ル
キ
ス
タ

γ
と
の
政
治
的
・
経

済
的
関
係
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
」
を
考
察
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、

豊
富
な
(
約
一
一

一
0
0項
目
)
付
註
の
ほ
か
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
H

ホ
l
ジ
ャ
家
系

譜
(
二
種
)
、
ヵ
ザ
l
フ
汗
家
系
譜
、
コ

l
カ
γ
ド
汗
家
系
譜
、
文
献
目
録

(
中
国
史
料
、
邦
文
文
献
、
欧
文
文
献
)
、
英
文
概
要
、
索
引
(
人
名
、
地

名
、
民
族
名
、
著
者
名
)
、
品
世
末
地
圃
二
葉
な
ど
を
完
備
し
て
い
る
。
以
下
、

本
書
の
内
容
を
章
節
別
に
紹
介
し
つ
つ
若
干
の
批
評
を
加
え
.
も
し
く
は
疑
問

を
提
出
し
て
み
た
い
。

第
一
章
清
朝
の
田
部
進
出
と
イ
ス
ラ
ム
陣
轡
の
崩
嬢

本
章
は
「

1
?ミ
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
支
配
階
級
」
、
「

2
ア
ル
テ
ィ
H
シ

ャ
フ
ル
の
分
裂
」
の
二
節
か
ら
成
る
。
ー
で
は
、
ガ
ル
ダ
シ
の
カ
シ
ピ
ガ
り
ア

征
服
か
ら
筆
を
起
し
、
ジ
ュ
シ
ガ
ル
王
園
と
清
朝
と
の
間
に
介
在
し
た
で
、

ト
ゥ
ル
フ
ァ

γ
爾
オ
ア

γ
ス
の
ウ
イ
グ
ル
人
が
清
朝
に
内
属
、
蹄
附
し
た
過
程

を
考
察
し
て
い
る
が
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
支
配
階
級
、
と
く
に
ト
ゥ
ル
フ
ァ

γ
の

指
導
者
た
ち
の
動
静
を
詳
か
に
し
て
、
そ
の
う
ち
に
は
ジ
ュ

γ
ガ
ル
王
園
に
輿

し
、
配
下
の
住
民
を
ひ
き
い
て
カ
ラ
ジ
ャ
l

ル
に
徒
り
、
さ
ら
に
西
方
の
ヴ
シ

ュ
に
移
住
し
た
阿
済
斯
和
卓
の
よ
う
な
人
物
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
に
し
て
い

る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
阿
務
斯
和
卓
は
、
の
ち
に
清
朝
の
回
部
征
服
省
時
、

陰
謀
的
な
行
動
を
示
し
た
ウ
シ
ュ
の
ハ

I
キ
ム
H
ベ

F
2集
斯
穴
}
三
由
討
・

ω

回
冊
目
円
の
父
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
清
朝
の
征
服
嘗
時
ま
で
チ
ャ
ガ
タ

イ
汗
家
の
子
孫
が
回
部
に
残
っ
て
い
た
事
質
を
指
摘
し
て
通
説
を
正
し
た
こ
と

も
重
要
で
る
る
。

た
だ
、
阿
済
斯
和
卓
が
「
第
妄
阿
世
布
坦
よ
り
兵
を
授
け
ら
れ
、
数
千
人
の

ト
ゥ
ル
フ

7
γ

人
を
カ
ラ

γ
ャ
l
ル
に
徒
し
た
」
(
二
入
頁
)
と
説
明
さ
れ
て

い
る
の
は
、
「
第
妄
阿
控
布
担
が
(
阿
済
斯
和
卓
以
下
)
数
千
人
の
ト
ゥ
ル
フ

7

ソ
人
を
云
々
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

2
に
お
い
て
は
、
ジ
ュ

γ
ガ
ル
王
園
の
主
権
者
が
イ
1
γ

ャ
l
z
l
ヤ
と
イ

スハ

l
キ
l
ャ
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
白
山
、
黒
山
の
二
黛
の
釘
立
抗
宇
を
利

用
し
て
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
の
支
配
植
を
強
化
し
て
い
っ
た
さ
い
に
、
ウ
イ
グ
ル
人

大
衆
が
い
か
に
そ
の
収
奪
に
苦
し
ん
だ
か
、
し
か
も
ジ
ュ

γ
ガ
ル
王
国
の
崩
壊

後
、
濁
立
を
策
し
た
白
山
黛
の
ホ
I
ジ
ャ
兄
弟
の
支
配
下
に
、
異
教
徒
カ
ル
ム

ッ

F
族
の
そ
れ
以
上
に
甚
し
い
苛
数
議
求
を
蒙
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
を
税
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制
、
賞
情
の
南
面
か
ら
ま
ず
検
討
す
る
。
次
い
で
、
白
山
、
黒
山
ニ
黛
の
封
立

だ
け
で
な
く
、
大
ホ
l
ジ
ャ
、
プ
ル
ハ

l

ン
H
ウ
ッ
デ
ィ
l
γ

と
小
ホ
l
ジ
て

ホ
I
ジ
ャ

H
ジ
ハ

I
γ

と
の
聞
に
み
ら
れ
た
封
際
的
な
性
格
や
立
場
の
相
違
、

彼
ら
に
代
っ
て
支
配
楢
を
獲
得
し
よ
う
と
夢
み
た
一
部
の
ベ
ク
階
級
の
野
心
な

ど
、
統
一
的
な
ウ
イ
グ
ル
民
族
陣
営
の
結
成
を
妨
げ
た
諸
要
素
を
分
析
し
、
清

朝
の
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
征
服
が
容
易
に
行
わ
れ
た
理
由
を
明
か
に
す
る
。
第
三
勢

力
と
し
て
の
一
部
の
ベ
ク
階
級
、
と
く
に
ウ
ジ
ュ
の

ρ
1
キ
ム
H
H
ベ
ク
雲
集
斯

の
行
動
を
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
捉
え
た
の
は
著
者
が
最
初
と
い
っ
て
も
よ
い
。

た
だ
ホ
l
ジ
ャ
H
H
ア
1
7
7
1
夕
、
が
ガ
ル
ダ
γ
に
貢
納
を
約
し
、
の
ち
の
ち

ま
で
ヤ
ル
カ
ン
ド
の
住
民
の
重
荷
、
と
い
う
よ
り
も
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
彼

ら
の
屈
辱
と
な
っ
た
と
い
う
十
前
騰
格
の
ア
ル
パ
ン
を
イ
ス
ラ
ム
税
制
上
異
教

徒
に
-
謀
せ
ら
れ
る
ジ
ズ
ヤ
l

(
人
頭
税
)
と
解
す
る
嶋
田
褒
卒
氏
の
設
(
「
清

代
国
湿
の
人
頭
税
」
史
筆
雑
誌
・
六
一
1

二
、
一
九
五
二
)
に
従
い
な
が

ら
、
将
軍
兆
惑
が
征
服
後
ヤ
ル
カ
γ
ド
の
貢
賦
に
つ
い
て
行
な
っ
た
報
告
の
う

ち
に
、
鴎
爾
丹
策
零
時
代
に
毎
年
交
納
し
た
と
み
え
て
い
る
十
高
騰
格
は
「
そ

の
ま
ま
(
ホ
l
ジ
ャ
が
カ
ル
ム
ッ
タ
族
に
貢
納
を
約
し
た
)
十
高
臆
格
(
の
ア

ルパ

γ
を
)
指
す
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
要
す
る
に
上
述
各
項
目
の
貢
賦
の

負
搬
全
鰻
が
い
わ
ゆ
る
準
鴎
爾
に
謝
す
る
巳

Z
ロ
(
貢
納
)
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
」
(
四

O
l四
二
頁
)
と
説
い
て
い
る
部
分
は
い
さ
さ
か
理
解
に
困
難
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
貢
納
額
の
剣
ら
な
い
関
税
等
若
干
の
も
の
を
除
け
ば
、
各
項

目
別
に
傘
げ
ら
れ
て
い
る
右
の
貢
賦
額
の
総
計
が
ほ
父
十
高
騰
格
に
な
る
こ
と

は
、
蒙
古
語
の
ア
ル
パ
ン
が
人
頭
税
に
限
ら
ず
、
賦
税
一
般
も
意
味
す
る
こ
と

と
相
ま
っ
て
、
結
論
的
に
は
著
者
の
見
解
を
支
持
す
る
よ
う
に
み
え
る
可
貌
源

が
葉
爾
莞
歳
徴
匠
役
戸
口
。
棉
花
、
紅
花
、
綴
布
、
金
砿
、
銅
、
硝
、
牛
羊
、
捨
刑

磁
廊
、
果
筒
、
精
桃
之
税
。
折
鎗
十
高
勝
格
。
〈
聖
武
記
、
昌
也
四
)
と
述
ベ
て
い

る
の
も
同
じ
考
え
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
回
彊
則
例
・
轡
七
、
世
職
因
子
完
納
糧

賦
の
傑
に
、
一
、
新
彊
各
城
回
子
有
殉
節
蒙
賞
世
職
者
。
其
宙
服
交
種
地
糧
賦
。

及
阿
紡
板
等
項
銭
文
。
御
行
燭
菟
。
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
積
地
糧
賦
す

な
わ
ち
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
(
現
物
税
)
と
ジ
ズ
ヤ
l

(
人
頭
税
)
を
直
別
し
た
も
の

の
よ
う
に
み
え
る
、
が
、
こ
の
矛
盾
は
ど
の
よ
う
に
解
剖
押
す
、
、
へ
き
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
ホ
l
ジ
ャ
n
H
ジ
ハ

1

y
の
軍
隊
の
う
ち
に
数
え
ら
れ
て
い
る
「
新
し

く
降
っ
た
沙
痢
斯
・
潟
呼
斯
五
百
(
人
)
」
(
五
三
頁
)
は
カ
ル
ム
ッ
タ
語
の

F
5・
2
吉田

(
2
2
E同
-
E
E
r
Z口
72
一考

E
2宮
島
・

ω・
8H)

の
音
を
寓
し
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
、
ク
チ
ャ
の
頭
目
那
射
が
「
イ
リ

に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
』
は
原
文
「
脅
従
」
の
誇
と
し
て
は
不
適
嘗
で
あ
ろ
う

じ
、
ウ
シ
ュ
の
ベ
ク
色
提
布
阿
勅
忌
が
色
梯
巴
助
再
出
(
西
域
同
文
志
・
容
之

十
二
)
と
同
て
も

ιく
は
非
常
に
近
い
音
を
骨
局
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は

ω包
ヤ
σ阻
止
同
で
は
な
く
て

ω
包
?σ
弘
氏
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
の

祖
父
和
卓
木
呼
塁
は
、
慣
例
か
ら
み
れ
ば
、
穴
『
唱
曲
〕
同
冨
Err--引
よ
り
も
む

し
ろ
同
r唱
と
自
己
同
r
c
Z旬
。
己
お
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
章
カ
シ
ュ
ガ
ル
H
ホ
l
ジ
ャ
家
の
分
散

こ
の
章
は
「
1
ホ
I
ジ
ャ
兄
弟
の
最
後
」
、
「

2
キ
ラ
l
メ
フ
ト
統
と
北
京

に
お
け
る
ホ

1
ジ
ャ
家
」
、
「
3
コ
l

カ
ン
ド
に
お
け
る
ホ
l
ジ
ャ
家
」
の
三

節
に
分
け
て
、
清
朝
の
回
部
征
服
後
に
お
け
る
ホ
l
ジ
ャ
家
一
族
の
消
息
を
明

か
に
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
パ
ダ
タ
シ
ャ

l
γ
に
逃
れ
た
ホ
l
ジ
ャ
兄
弟
の

最
後
や
彼
ら
の
遺
骸
お
よ
び
妻
子
の
引
渡
し
を
要
求
す
る
清
朝
と
パ
ダ
ク
シ
々

1
γ

の
ス
ル
タ
I
ン
U
シ
ャ
!
と
の
交
渉
の
経
過
は
も
っ
と
も
詳
し
く
、
多
く

の
新
事
買
を
教
え
る
。
ま
た
、
ホ
l
ジ
ャ
兄
弟
と
血
縁
的
に
は
非
常
に
近
い
関

係
に
あ
り
な
が
ら
、
彼
ら
と
は
全
く
立
場
を
別
に
し
、
清
朝
に
錦
附
し
た
キ
ラ

ー
メ
ッ
ト
統
ホ

1
ジ
ャ
の
存
在
を
確
認
し
た
こ
と
、
「
京
師
に
居
る
回
爵
」
と

-154-
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し
て
待
遇
さ
れ
た
ホ
ー
ク
ャ
一
族
の
系
譜
を
検
討
し
て
、
キ
ラ
l
メ
ー
ト
統
、

ア
フ
ァ

l
p
統
(
白
山
黛
)
の
ほ
か
、
雨
波
の
い
ず
れ
に
も
麗
し
な
い
家
系
の

存
在
を
指
摘
し
た
こ
と
も
注
意
さ
れ
て
よ
い
が
、
清
朝
の
急
追
を
菟
れ
て
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
に
隠
れ
た
プ
ル
ハ

l

y

u
ウ
ッ
デ
ィ

l

y
の
幼
子
サ
リ
ム
サ

ッ
タ
が
成
人
の
の
ち
、
ま
ず
サ
マ
ル
カ
ソ
ド
へ
、
つ
い
で
ホ

I
ジ
ェ

γ
ト
、
ゥ

ラ
テ
ュ
ベ
な
ど
の
地
方
へ
移
り
住
み
、
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
の
暗
黒
輿
や
キ
ル
ギ
ズ
族

(
布
噌
特
)
と
通
じ
て
清
朝
の
支
配
に
暗
雲
を
投
じ
る
存
在
と
な
る
に
い
た
っ

た
経
過
は
従
来
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
解
明
し
て
い
る
。

た
だ
、
プ
ル
ハ

l
y
H
H
ウ
ッ
デ
ィ

γ
の
子
で
、
パ
ダ
ク
シ
ャ

l

y
で
清
軍
に

捕
え
ら
れ
、
北
京
に
護
迭
さ
れ
た
阿
布
都
恰
星
克
の
母
パ
ト
マ
I

(

v

d

)

を
一

旦
は
「
キ
ル
ギ
ズ
人
の
妻
」
と
い
い
な
が
ら
(
入
六
頁
)
、
の
ち
に
は
「
厄
魯

特
す
な
わ
ち
ジ
ュ
ン
ガ
ル
人
」
と
し
て
い
る
の
は
(
九
二
頁
)
、
後
者
が
正
し

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
毎
歳
年
班
伯
克
進
京
。
無
至
伊

(
1阿
布
都
恰
呈
克
)

家
中
看
望
。
並
劃
吊
助
銀
雨
を
「
回
部
の
ベ
タ
官
人
が
年
班
進
京
に
さ
い
し
て
、

阿
布
都
恰
里
を
訪
問
し
て
見
舞
い
、
金
銭
的
援
助
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
」
(
八
七
頁
)
設
援
と
し
て
い
る
の
は
、
明
か
に
否
定
の
「
無
」
を
看
過

し
た
誤
解
で
あ
る
。

第
三
章
ベ

F
官
人
制

第
一
章
、
第
二
章
が
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
γ
封
建
枇
曾
史
序
説
」
で
僅
か
に
燭

れ
て
い
る
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
新
し
い
研
究
と
い
っ
て
よ
い
の
に
反
し
て
、
本

章
は
嶋
田
氏
の
反
論
(
「
ホ

I
ジ
ャ
時
代
の
ベ
ク
達
L

東
方
皐
・
三
、
一
九
五

一
一
)
も
あ
り
、
そ
の
の
ち
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
で
、
「
1
ベ
タ

官
人
制
の
成
立
L

、
「
2
ベ
タ
官
人
法
」
、
「
3
ベ
ク
官
人
の
支
配
権
力
」
の

三
節
に
分
け
て
、
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
の
土
着
ウ
イ
グ
ル
人
官
僚
ベ
ク
に
つ
い
て
詳

論
し
て
い
る
。

嶋
田
氏
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
汗
園
時
代
の
ア
ミ

l
ル
(
封
建
領
主
)
制
は
、
ホ
ー

ジ
ャ
時
代
を
境
と
し
て
、
完
全
に
崩
壊
し
、
a

ベ
グ
と
稽
さ
れ
る
土
着
支
配
階
級

の
鐙
頭
を
み
、
清
朝
時
代
に
い
た
っ
て
す
っ
か
り
官
職
化
さ
れ
た
と
み
て
い

る
。
著
者
は
基
本
的
に
は
こ
の
設
を
受
入
れ
な
が
ら
も
、
ベ
ク
官
人
の
線
て
が

清
朝
の
創
設
で
は
な
く
(
こ
の
貼
は
嶋
田
氏
も
認
め
て
い
る
)
、
そ
の
多
く
が

ホ
l
ジ
ャ
時
代
(
一
部
は
そ
れ
以
前
?
)
か
ら
存
在
し
た
こ
と
、
ま
た
商
伯
克

な
ど
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
支
配
の
産
物
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
論
じ
、
東
西
の

諸
書
に
散
見
す
る
ベ
タ
職
名
三
十
五
種
を
採
拾
し
て
そ
の
各
々
の
原
語
や
意
味

を
考
え
た
の
ち
、
こ
れ
ら
の
ベ
ク
官
人
の
賞
態
を
検
討
し
て
、
線
計
二
七

O
名
ば

か
り
の
う
ち
、
明
伯
克
、
密
痢
布
伯
克
、
阿
奇
木
伯
克
、
恰
子
伯
克
、
商
伯
克

お
よ
び
伊
什
空
伯
克
な
ど
徴
税
、
水
利
、
裁
判
に
関
係
の
あ
る
も
の
が
大
多
数

を
占
め
、
そ
れ
も
先
進
地
面
で
あ
る
カ
シ
ュ
ガ
ル
、
ヤ
ル
カ

γ
ド
、
ホ
l
タ
ン

に
集
中
し
て
い
る
こ
止
、
ベ
グ
の
下
僚
と
し
て
村
落
の
徴
税
、
水
利
を
掌
る
玉

斯
巴
什
、
混
巴
什
、
克
々
巴
什
が
存
在
し
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
右

の
明
伯
克
、
密
痢
布
伯
克
な
ど
が
本
来
農
村
に
根
強
を
も
っ
土
地
所
有
者
で
あ

り
、
そ
の
他
の
都
市
を
基
盤
と
し
た
ベ
ク
た
ち
と
異
な
る
こ
と
は
嶋
田
氏
の
注

意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
俸
給
と
し
て
の
土
地
、
い
わ
ゆ
る
養
廉
地
畝
の
給

付
欣
態
か
ら
こ
れ
を
裏
づ
け
た
の
は
注
目
す
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ウ

イ
グ
ル
農
民
の
私
有
地
が
約
六
千
畝
と
計
算
さ
れ
る
の
に
劃
し
て
、
ほ

r
二
百

六
十
人
の
ベ

F
官
人
の
占
有
す
る
養
廉
地
畝
が
四
千
二
百
畝
に
も
上
っ
て
い
る

こ
と
、
し
か
も
三
品

1
五
品
の
高
級
ベ
ク
二
十
入
人
で
全
養
廉
地
畝
の
四

O
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
土
地
と
耕
作
農
民
(
煙
費
、
燕
旗
開
)
を
集
中
し
て
い
る
こ

と
も
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

2
で
は
伯
克
の
口
問
秩
、
養
廉
、
公
署
と
圃
記
、
職
掌
、
任
克
、
入
観
の
各
項

目
に
つ
い
て
、
伯
克
制
度
の
規
定
や
そ
の
運
用
の
賓
惰
を
考
察
し
、

3
で
は
、
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伯
克
が
草
な
る
官
僚
で
は
な
く
、
経
済
外
的
強
制
を
賀
行
し
た
封
建
的
支
配
階

級
の
性
格
を
多
分
に
も
っ
て
い
た
こ
と
を
、
乾
隆
三

O
年
(
一
七
六
五
)
の
烏

什
の
反
乱
を
中
心
に
、
解
明
し
て
い
る
G

た
だ
、
規
定
外
に
伯
克
の
新
設
、
移
設
が
認
め
ら
れ
た
愛
媛
と
し
て
引
用
さ

れ
て
い
る
(
一
四
八
頁
)
回
誼
則
例
・
省
一
の
各
城
額
設
伯
克
等
官
の
附
註
の

原
文
は
「
奥
年
怖
が
該
大
臣
報
院

(
U理
務
院
)
」
、
で
「
報
部
L

で
は
な
く
、
む

し
ろ
「
報
院
源
流
附
籍
参
看
」
ま
で
抑
制
け
て
引
用
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
一

八
五

0
年
代
(
威
堕
年
間
)
に
ア
タ
ス
の
緋
都
大
臣
が
阿
奇
木
伯
克
と
結
托
し

て
銭
文
、
駿
課
を
私
設
し
た
事
件
を
例
措
混
と
し
て
、
「
阿
奇
木
伯
克
の
回
民
動

索
は
一
八
六

0
年
代
ま
で
通
常
事
で
あ
っ
た
」
(
一
九
一
頁
)
と
論
じ
て
い
る

の
は
い
さ
さ
か
不
正
確
の
嫌
い
を
菟
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ベ
タ
官
人
の
監

督
の
衝
に
笛
る
大
臣
以
下
の
清
朝
汲
遺
官
吏
の
封
建
的
性
格
は
い
は
ば
本
質
的

な
も
の
で
、
カ
ツ
ュ
ガ
リ
ア
支
配
の
嘗
初
か
ら
し
ば
し
ば
問
題
を
ひ
き
お
こ
し

て
い
た
が
、
内
憂
外
患
の
た
め
に
清
朝
の
財
政
が
窮
乏
し
て
新
彊
の
軍
事
費
が

不
足
し
、
官
吏
の
綱
紀
も
弛
緩
し
て
怒
に
任
地
を
去
る
者
さ
え
少
な
く
な
か
っ

た
と
い
わ
れ
る
一
八
六

0
年
代
、
す
な
わ
ち
ヤ
ク

l
プ

H
ベ
ク
の
反
飢
直
前
に

は
、
ベ

F
官
人
が
消
朝
汲
退
官
吏
の
統
制
に
服
せ
ず
、
あ
る
い
は
彼
ら
と
結
託

し
て
い
っ
そ
う
ウ
イ
グ
ル
人
大
衆
を
搾
取
し
た
の
は
む
し
ろ
省
然
、
の
成
行
き
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
章
土
地
制
度
と
農
業
問
題

こ
の
章
は
三
節
に
分
か
れ
る
。
「
1
土
地
制
度
L

で
は
、
ヵ
シ
ュ
ガ
リ
ア
に

お
け
る
土
地
所
有
形
態
を
分
析
し
て
、
で
、
、
.
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ソ
雨
地
の
回
部
王

公
の
封
地
二
般
ウ
イ
グ
ル
農
民
の
私
有
地
、
お
よ
び
一
部
は
分
盆
小
作
地
(
回

屯
)
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
が
、
大
部
分
は
ベ
ク
官
人
の
養
廉
地
畝
に
充
て
ら
れ

た
園
有
地
(
奮
存
官
地
、
入
官
地
)
の
三
者
の
存
在
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
の
土

地
を
耕
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
が
そ
れ
ぞ
れ
隷
農
、
自
作
農
、
小
作
農
・

(
F
-
7
γ

チ
)
・
煙
湾
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
に
す
る
。
タ
ラ
γ
チ
が
ジ
ュ
ソ
ガ
ル
支
配

時
代
か
ら
イ
リ
地
方
に
存
在
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
の
農
業
移
民
で
、
清
朝
も
こ
れ

に
倣
っ
た
こ
と
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
著
者
が
こ
れ
を
「
園
家
農
奴
的

農
民
」
と
規
定
し
て
い
る
貼
に
は
多
少
の
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
そ
の
う
ち
に
は
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
者
が
少
な
く
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
地
代
の
支
掛
い
か
ら
す
れ
ば
、
利
盆
折
半
の
分
盆
小
作
よ
り
は
る

か
に
有
利
な
係
件
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
(
西
域
闘
志
、
省
三
十
二
、
屯
政
、

伊
慾
之
傑
)
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
清
朝
側
の
記
録
に
み
え
る
最
低
二
十
六
蔵
の

ウ
イ
グ
ル
人
人
口
の
「
大
多
数
は
恐
ら
く
額
徴
糧
(
イ
ス
ラ
ム
税
制
上
の
ハ

ラ
ー
ジ
ュ
)
の
封
象
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
推
定
さ
れ
、
と
く
に
「
カ
γ

ユ
ガ
ル
、
ヤ
ル
カ
ソ
ド
、
ホ
l
F
γ

の
三
地
直
に
人
口
が
集
中
し
て
い
た
」
結

果
、
こ
れ
ら
の
地
面
で
は
、
額
徴
糧
を
清
朝
官
兵
の
食
糧
に
あ
て
た
徐
剰
を
貨

幣
で
納
入
さ
せ
、
他
地
直
i

の
財
源
を
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
、
過
嘗
の
徴
税
を

必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
を
明
か
に
す
る
。
こ
れ
は
大
幾
重
要
な
結
論
で
あ
る

が
、
清
朝
が
年
々
百
五
、
六
十
前
向
雨
(
一
説
に
は
三
百
高
雨
)
の
銀
を
新
彊
の

軍
事
費
と
し
て
内
地
か
ら
迭
っ
て
い
た
事
貨
が
看
過
さ
れ
て
い
る
恐
れ
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

『

2
農
業
技
術
」
で
は
、
作
物
の
種
類
、
農
具
、
農
法
、
収
穫
率
、
穀
物
の

調
整
な
ど
、
農
業
の
種
均
相
に
検
討
を
加
え
た
の
ち
、
カ
ジ
ュ
ガ
リ
ア
農
業
の

基
本
問
題
で
あ
る
水
利
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
、
治
水
・
浩
組
制
・
貯
水
の
一
一
一

事
業
、
が
オ
ア
シ
ス
農
耕
祉
曾
の
護
展
の
基
礎
で
あ
っ
た
こ
と
を
結
論
し
て
い

る
。
こ
の
結
論
に
反
封
す
る
考
え
は
な
い
が
、
「
小
委
な
ら
び
に
乾
燥
作
物
た

る
諸
雑
穀
も
す
べ
て
適
度
の
瀧
瀬
を
必
須
と
し
た
」
(
一
一
一
一

O
頁
)
と
い
う
著

者
の
断
定
に
は
全
面
的
に
同
意
す
る
こ
と
が
爵
賭
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
イ
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ラ

l
γ

や
ア
フ
ガ
ユ
ス
タ
ー
ン
な
ど
で
は
、
小
委
は
秋
に
播
種
し
て
降
雪
を
待

つ
だ
け
で
い
っ
さ
い
滋
減
は
行
わ
ず
、
む
し
ろ
行
え
な
い
よ
う
な
高
地
に
栽
培

す
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
「
秋
姿
、が
多
か
っ
た
」
(
一
二
六
頁
)
カ
シ
ュ
ガ
リ

ア
で
も
同
様
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

3
で
は
、
清
朝
の
支
配
下
に
比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
祉
舎
の
秩
序
が
維
持

さ
れ
た
結
果
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
粗
放
な
技
術
で
も
農
業
生
産
力
が
高
ま
り
、
農

地
の
開
設
も
進
ん
だ
こ
と
、
阿
奇
木
以
下
の
ベ
タ
宮
人
の
養
廉
地
畝
が
大
部
分

を
占
め
て
い
た
閥
係
か
ら
、
貧
血
民
救
済
の
目
的
で
農
地
を
開
設
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
た
清
朝
が
征
服
直
後
か
ら
カ
γ
ュ
ガ
ル
地
底
で
開
墾
を
は
じ
め
、
一

九
世
紀
に
は
、
い
っ
そ
う
こ
れ
を
推
進
し
て
貧
農
の
救
済
と
と
も
に
人
口
の
増

加
に
謝
施
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
そ
れ
は
ジ
ハ

γ
ギ

1
ル
の
反
鋭
(
一
八
二
六

|
二
七
)
以
後
い
っ
そ
う
さ
か
ん
に
行
わ
れ
、
ウ
イ
グ

ル
農
民
の
私
墾
地
も
大

幅
に
増
大
し
、
こ
れ
を
納
税
地
に
く
り
入
れ
る
政
策
が
取
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の

結
果
と
し
て
枚
税
額
は
ほ
と
ん
ど
倍
増
し
、
と
く
に
カ

シ
ュ
ガ
ル
、
ヤ
ル
カ
シ

ド
地
面
で
は
人
口
増
加
と
農
業
生
産
力
の
愛
展
が
い
ち
じ
る
し
か
っ
た
こ
と
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
僅
少
な
が
ら
カ

γ
ュ
ガ
リ
ア
で
も
、
停
統
的
政
策
を
破
っ
て
、

漢
人
の
分
盆
小
作
人
の
入
植
や
ウ
イ
グ
ル
入
所
有
地
の
賃
貸
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。
た

r
、
「
ウ
イ
グ
ル
兵
五

O

O
人
、
博
底
爾
格

(
H伯
徳
爾
格
げ
旦
叩
円
m
m
)
回
子
五

O
O人
を
入
植
さ
せ
よ

う
と
し
た
が
、
軍
務
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で
こ
れ
を
取
り
や
め
、
代
っ
て
無
業

の
ウ
イ
グ
ル
人
を
入
植
さ
せ
よ
う
と
し
た
」
(
二
四
一
頁
)
と
意
調
拝
さ
れ
て
い

る
部
分
は
、
原
文
に
は
此
時
防
兵
専
事
操
練
。
未
使
m
u波
屯
因
。
と
あ
り
、

「
専
ら
操
練
を
事
と
し
た
」
の
は
回
兵
で
は
な
く
、
防
兵
す
な
わ
ち
駐
防
、

換
防
の
官
兵
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

第
五
章
カ
ザ
1
フ
遊
牧
駐
曾
の
東
方
関
係

本
軍
は
「
1
カ
ザ
1
フ
民
族
と
清
帝
国
と
の
接
燭
」
、

「
2
清
朝
朝
貢
園
と

し
て
の
カ
ザ
I
フ
」
‘
「
3
通
商
関
係
の
成
立
」、
「
4
絹
馬
貿
易
の
賞
態
L

、

「
5
絹
馬
貿
易
の
性
格
」
の
五
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ー
で
は
、
一
七
五
五
年
、
阿
睦
爾
搬
納
の
追
討
嘗
時
か
ら
始
ま
っ
た
清
朝
と

カ
ザ
1
7
諮
部
族
の
交
渉
を
跡
づ
け
、
そ
の
住
地
を
考
え
、
最
初
か
ら
カ
ザ
l

フ
の
支
配
階
級
が
清
朝
と
の
貿
易
を
要
求
し
、
清
朝
も
ま
た
こ
れ
に
感
じ
る
意

志
を
示
し
て
安
南
、
琉
球
、
選
羅
な
ど
と
同
じ
く
縞
燦
朝
貢
園
と
し
て
取
扱
っ

た
こ
と
を
述
ベ
る
。

2
に
お
い
て
は
、
清
朝
と
交
渉
を
も
っ
た
遊
牧
カ
ザ
1
フ
族
の
汗
王
公
階
級

と
そ
の
統
治
組
織
に
つ
い
て
検
討
し
、
清
朝
で
い
う
左
、
右
、
西
、
中
の
諸
部
と

。円
g
uュF
H
C
n
r
r
uユH
N
W
C
Z
m
y
u『
門
前
と
の
関
係
を
考
え
て
。
同
S
U『門誌

が
左
部
、

C
Z同
r
u己
N
が
右
部
、
百
n
z
r
u『国
N
が
西
部
に
嘗
り
、
例
外
的

に

C
E開
r
u込
N
が
中
部
と
も
よ
ば
れ
た
こ
と
を
結
論
し
、
自
n
z
r
u『
門
前
(
西

部
)
以
外
の
清
朝
と
交
渉
の
あ
っ
た
諸
都
の
内
伏
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
汗
、
ス

ル
タ
1
γ

そ
の
他
の
王
公
と
清
朝
と
の
関
係
を
考
察
し
て
、
支
配
階
級
の
系

譜
、
各
部
を
構
成
し
た
オ
ト

ジ
夕
、
汗
王
公
の
遺
使
入
貢
の
賓
情
な
ど
を
解
明

す
る
。た
だ
、
ヵ
ザ
l
フ
王
公
の
遺
使
入
貢
に
関
す
る
回
彊
則
例
の
規
定
を
引
い

て
、
「
一
、
二
年
に
一
回
、

二
、
三
年
に
一
回
」
(
二
九
三
頁
)
と
認
出
し
て

い
る
の
は
、
原
文
「
閑

一
一
一年
一
一一二
年
」
、
す
な
わ
ち

「
て
二
年
お
き
に

一

回
、
も
し
く
は
二
、

三
年
お
き
に
一

回
」
の
譲
り
で
あ
る
し
、
同
じ
則
例
の
規

定
に
依
っ
て
、
「
こ
れ
は
入
観
使
が
北
京
か
ら
鯖
還
の
途
に
つ
き
」
(
二
九
六

頁
)
と
い
っ
て
い
る
の
は
「
熱
河
か
ら
」
の
謀
、り
に
ち
が
い
な
い
。

3
は
貿
易
関
係
の
成
立
過
程
の
考
察
で
、
家
畜
、
と
く
に
馬
匹
を
必
要
と
し

た
清
朝
と
絹
類
を
要
求
し
た
カ
ザ
1
7
族
と
の
聞
に
、
ウ
ル
ム
チ
、
イ
リ
、
F
ル

-157ー
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パ
ガ
タ
イ
で
互
市
が
行
わ
れ
、
ウ

γ
ュ
、
ヵ

γ
ュ
ガ
ル
、
コ
プ
ド
、
ウ
リ
ャ

γ

ハ
イ
、
ウ
リ
ヤ
ス
タ
イ
方
面
で
も
制
限
つ
き
で
認
め
ら
れ
た
が
、
間
も
な
く
カ

γ
ュ
ガ
ル
で
は
禁
止
さ
れ
た
こ
と
、
ウ
イ
グ
ル
人
が
直
接
カ
ザ
l
フ
族
の
住
地

に
行
っ
て
行
な
う
貿
易
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
必
ず
し
も
守
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
、
雨
者
の
要
求
の
一
致
か
ら
恩
恵
貿
易
で
は
な
く
、
封
等
の
自
由
貿
易
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。

4
で
は
、
交
易
は
原
則
と
し
て
物
々
交
換
で
あ
り
、
交
易
品
に
は
カ
ザ
l
フ

の
馬
、
牛
、
羊
、
清
朝
の
綱
縦
、
綿
布
(
最
初
は
と
も
か
く
も
、
大
種
は
貢
納
品

で
あ
る
カ

γ
ュ
ガ
リ
ア
産
の
綿
布
)
、
陶
磁
器
、
茶
な
ど
が
見
出
さ
れ
る
が
、

本
質
的
に
は
絹
馬
貿
易
だ
っ
た
こ
と
、
現
地
に
お
け
る
軍
用
、
役
畜
用
と
し
て

馬
匹
が
要
求
さ
れ
た
が
、
役
畜
用
と
し
て
は
次
第
に
牛
が
用
い
ら
れ
る
一
方
、

安
債
な
馬
は
内
地
に
ま
で
供
給
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
考
察
し
た
の
ち
、
交
易
の

時
期
、
回
数
、
家
畜
の
種
類
、
交
易
額
、
購
買
以
外
に
み
ら
れ
た
波
牧
、
租
馬

な
ど
の
家
畜
入
手
経
路
、
交
易
の
賞
情
、
馬
領
、
絹
織
物
や
綿
布
の
種
類
と
数

量
な
ど
の
諮
問
題
を
倹
討
し
て
い
る
。
た
い
ふ
、
宮
兵
の
食
用
に
供
す
る
た
め
の

羊
が
す
べ
て
政
府
の
手
で
布
と
交
換
に
枚
賀
さ
れ
、
そ
の
他
の
家
畜
は
も
っ
ぱ

ら
綱
縦
、
茶
葉
を
交
換
手
段
と
す
る
民
間
貿
易
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
述

べ
て
い
る
(
三
二
二
頁
)
の
は
果
し
て
事
賀
で
あ
ろ
う
か
。

5
は
外
交
関
係
か
ら
み
た
絹
馬
貿
易
の
性
格
の
分
析
に
充
て
ら
れ
、
次
の
諸

鮎
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
清
朝
と
カ
ザ
l
フ
族
の

絹
馬
貿
易
は
本
質
的
に
必
需
品
の
自
由
貿
易
で
あ
り
、
爾
者
と
も
に
熱
意
を
有

し
た
。
こ
れ
が
永
績
的
な
交
易
の
行
わ
れ
た
理
由
で
あ
る
。
貿
易
口
聞
の
う
ち
に

は
中
園
の
茶
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
史
料
は
乏
し
く
、
コ

l
カ
γ
ド
商
人
か
ら

入
手
し
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
カ
ザ
I
フ
族
の
隊
商
は
す
べ
て
汗
王
公
の
波
遺

し
た
も
の
に
限
ら
れ
、
交
易
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
一
般
カ
ザ
l
フ
人
が
清
朝
の

世
内
へ
従
牧
し
た
り
、
ウ
リ
ャ

γ
ハ
イ
方
面
へ
小
規
模
に
侵
入
す
る
原
因
と
な

「
た
。
カ
ザ
I
フ
族
は
最
初
か
ら
ロ
シ
ア
と
清
朝
に
封
し
て
二
重
の
朝
貢
関
係

を
も
っ
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
の
中
央
ア
ジ
ア
経
営
が
よ
う
や
く
進
ん
だ
一
九
世

紀
の
中
葉
以
後
、
ロ
シ
ア
へ
の
依
存
の
傾
向
を
強
め
、
百
シ
ア
人
の
イ
リ
、
タ

ル
パ
ガ
タ
イ
通
商
(
一
八
四
五
|
六

O
)
に
よ
っ
て
、
カ
ザ
I
フ
族
の
清
朝
に

封
す
る
朝
貴
闘
係
は
崩
媛
し
去
っ
た
。
三
三
四
頁
の
「
短
縮
か
，
形
づ
く
る
」

は
「
短
縮
を
形
わ
す
」
の
方
が
良
い
で
あ
ろ
う
し
、
三
四
二
頁
の
「
俄
関
文
の

稽
」
は
「
俄
園
の
文
相
情
L

と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
六
章
コ

l
カ
ソ
ド
汗
園
の
東
方
貿
易

「
1
=
I
カ
γ
ド
汗
闘
の
勃
興
と
東
方
閥
係
」
に
お
い
て
は
、
一
八
世
紀
の

中
ご
ろ
、
勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
コ

l
カ
γ
ド
H
ベ
ク
政
織
が
清
朝
と
朝
貢
闘
係

を
結
び
な
が
ら
、
カ
シ
ュ
ガ
り
ア
の
反
清
分
子
と
通
じ
、
カ
シ
ュ
ガ
ル

1
ホ
l

ジ
ャ
家
の
子
孫
を
際
ま
い
、
封
清
閥
係
を
有
利
に
導
く
一
方
、
封
内
的
に
は
フ

ェ
ル
ガ
I
ナ
東
部
の
キ
ル
ギ
ズ
族
を
征
服
し
、
そ
の
勢
力
を
強
化
し
て
い
わ
ゆ

る
2
1
カ
ゾ
ド
汗
閣
の
基
礎
を
固
め
た
経
緯
を
考
察
す
る
。

つ
い
で
、
「
2
カ
ジ
ュ
ガ

p
ア
に
お
け
る
コ

1
カ
ソ
ド
商
人
」
に
お
い
て

は
、
清
朝
の
記
録
に
安
集
延
の
名
で
み
え
る
コ

l
カ
γ
ド
商
人
の
通
商
範
圏

(
カ
ツ
ュ
ガ
ル
、
ヤ
ル
カ

γ
ド
、
ホ
ー
タ

γ
、
ゥ

γ
ュ
、
ア
ク
ス
!
、
ク
チ

ャ
、
イ
リ
)
、
貿
易
品
目
(
家
畜
、
ロ
シ
ア
商
品
と
絹
、
茶
、
磁
器
、
大
賞
)

清
朝
以
外
の
通
商
相
手
園
(
プ
ハ

1
ラ
汗
圏
、
ヵ
ザ
I
フ
族
、
ロ
シ
ア
)
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
た
の
ち
、
呼
岱
逮
烈

Y
E曲
三
包
(
商
頭
)
の
統
制
下
に
カ

シ
ュ
ガ
リ
ア
で
商
業
活
動
を
行
な
い
、
祉
曾
的
勢
力
を
も
っ
た
も
の
の
ほ
か
、

農
民
と
し
て
土
着
し
た
も
の
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

3
は
「
コ

I
カ
γ
ド
汗
園
の
東
方
貿
易
政
策
」
で
、
ベ
ク
政
権
か
ら
汗
闘
に

脂
製
展
し
た
一
九
世
紀
の
初
め
以
後
、
清
朝
に
無
税
貿
易
を
要
求
し
、
さ
ら
に
は

-158一
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由
同
曲
也
酬
も
し
ミ
は
同
占
師
同
直
巳
の
設
置
ま
で
張
要
し
、
要
求
貫
徹
の
た
め
ホ
ー
ク

ャ
の
利
用
を
考
え
る
に
い
た
っ
た
・
過
程
を
究
明
し
て
い
る
。
ホ
ダ
イ
ダ
l
F

(
商
頭
〉
が
通
商
の
便
宜
上
清
朝
の
認
め
た
寧
な
る
商
人
の
代
表
に
す
ぎ
な
い

の
に
反
し
て
、
カ
ジ

I
あ
る
い
は
ア
グ
サ
カ
ー
ル
は
、
の
ち
に
も
記
す
よ
う
に
、

コ
l
カ
ソ
ド
汗
か
ら
任
命
さ
れ
、
自
国
商
人
に
劃
す
る
徴
税
構
さ
え
も
っ
て
い

た
勲
で
領
事
以
上
の
存
在
で
あ
っ
た
。

以
上
三
節
を
遁
じ
て
、
ヵ
シ
ュ
ミ
ル
商
人
や
イ
ン
ド
商
人
と
と
も
に
コ

1
カ

ン
ド
商
人
が
阿
片
の
密
貿
易
に
携
わ
っ
た
こ
と
、
彼
ら
の
貿
易
活
動
に
よ
っ
て

中
園
の
銀
が
パ
ミ

1
ル
以
西
に
流
出
し
た
こ
と
、
コ

l
カ
γ
ド
汗
の
無
税
貿
易

の
要
求
が
貨
は
清
朝
官
憲
の
放
漫
な
-
諜
税
方
針
に
由
来
し
た
こ
と
、
タ
ジ
ュ
ケ

γ
ト
を
カ
ザ
1
7
族
か
ら
奪
い
、
コ

l
カ
シ
ド
汗
園
の
最
盛
期
を
迎
え
た
段
階

に
お
い
て
、
そ
の
東
方
貿
易
政
策
の
強
化
が
質
行
さ
れ
た
こ
と
、
仲
縫
貿
易
濁

占
の
た
め
バ
ミ
I
ル
周
遺
地
域
の
征
服
が
企
て
ら
れ
た
こ
と
な
ど
は
い
ず
れ
も

注
目
す
べ
き
研
究
で
あ
る
。

第
七
章
ジ
ハ

γ
ギ
l
ル
の
聖
戦
と
ウ
イ
グ
ル
民
族
陣
晶
画

本
章
は
「
1
2
1
カ
ン
ド
に
お
け
る
ホ
l
ジ
ャ
家
」
、
「
2
ジ
ハ

γ
ギ
I
ル

の
聖
職
と
ヨ

1
カ
γ
ド
汗
闘
」
、
「
3
ウ
イ
グ
ル
民
族
陣
営
の
役
割
」
、
「

4

コ
1
カ
γ
ド
汗
圏
の
役
割
」
の
四
節
か
ら
成
り
、
ホ
l
ジ
ャ
家
の
失
地
回
復
運

動
の
頂
駄
を
形
造
る
ジ
ハ
ソ
ギ
I
ル
の
反
飢
を
多
面
的
に
考
察
し
て
い
る
。
そ

の
要
貼
を
述
べ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
サ
リ
ム
サ
ク
の
幼
子
ジ
ハ
ン
ギ
I

ル
は
、
一
八
一

0
年
代
の
初
め
か
ら
、
ヵ
シ
ュ
ガ
ル
、
ヤ
ル
カ

γ
ド
の
奥
篤
と

通
じ
て
情
報
の
蒐
集
、
資
金
の
調
達
を
行
な
う
一
方
、
キ
ル
ギ
ズ
族
を
糾
合
し

て
聖
戦
開

Z
S同
の
準
備
を
進
め
た
が
、
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
在
住
の
コ

I
カ
γ
ド
i

商
人
に
も
こ
れ
に
同
調
す
る
者
が
あ
っ
た
。

一
八
二

O
l二
五
年
の
聞
に
ジ
ハ

γ
ギ
l
ル
は
幾
度
か
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
へ
の
侵
入
を
企
て
た
が
、
成
功
し
な
か
っ

た
。
清
朝
の
報
復
を
恐
れ
た
コ

l
カ
γ
ド
汗
が
彼
の
企
て
に
同
意
し
な
か
っ
た

こ
と
も
一
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
に
、
ヵ
ツ
ュ
ガ
リ
ア
で
は
、
黒
山
黛

系
の
阿
海
を
指
導
者
と
す
る
暴
動
が
起
っ
た
。
こ
の
暴
動
は
た
ち
ま
ち
鎮
座
さ

れ
た
が
、
桂
田
時
ウ
イ
グ
ル
人
の
聞
に
よ
う
や
く
反
清
感
情
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
に
、

ジ
ハ
ン
ギ
l
ル
は
、
一
八
二
六
年
(
道
光

六
)
、
つ
い
に
カ

シ
ュ
ガ
ル
、
ヤ
ル
カ

γ
ド
を
占
領
し
、
ホ
1
ジ
ャ
政
権
を
樹

て
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
翌
年
、
清
軍
の
反
撃
に
曾
っ
て
敗
亡
し
、
捕
え
ら

れ
て
、
北
京
に
護
迭
さ
れ
、
魔
刑
さ
れ
た
。
ジ
ハ

γ
ギ
l
ル
お
よ
び
彼
の
聖
戦

に
功
利
的
な
動
機
か
ら
加
わ
っ
た
コ

1
カ
γ
ド
人
の
残
虐
、
掠
奪
行
震
が
白
山

黛
の
ウ
イ
グ
ル
人
さ
え
離
反
さ
せ
た
こ
と
、
ジ
ハ

γ
ギ
I
ル
の
利
用
に
失
敗
し

た
コ

l
カ
γ
ド
軍
が
早
く
撤
退
た
し
こ
と
、
白
山
黛
と
黒
山
黛
の
謝
立
が
ウ
イ

グ
ル
民
族
陣
管
の
一結
束
を
妨
げ
た
こ
と
な
ど
が
ジ
ハ

γ
ギ
l
ル
の
失
脚
を
決
定

的
な
ら
し
め
た
理
由
で
あ
っ
た
。

以
上
の
論
鐙
の
過
程
に
お
い
て
、
サ
リ
ム
サ
タ
の
三
子
の
経
展
、
動
揖
仰
を
詳

か
に
し
た
こ
と
、
ホ

1
ジ
ャ
家
の
奥
篤
と
し
て
の
キ
ル
ギ
ズ
族
の
動
向
を
明
か

に
し
た
こ
と
、
ジ
ハ

γ
ギ
l
ル
と
コ

l
カ
γ
ド
汗
の
微
妙
な
閥
係
を
解
明
し
た

こ
と
、
聖
戦
に
も
っ
と
も
活
動
し
た
ド
ラ
γ
人
お
よ
び
「
軍
牽
嘗
差
回
子
」
の

賞
態
を
検
討
し
た
こ
と
な
ど
は
差
嘗
り
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
論
鮎
で
あ
ろ

A
ノ
。

-159-

第

八

章

ホ

l
ジ
ャ
家
末
商
の
聖
戦
と
コ

l
カ
y
ド
汗
園
の
役
割

「
1
ュ
l
ス
フ
の
聖
戦
と
コ

l
カ
ン
ド
汗
園
」
で
は
、
東
方
貿
易
を
濁
占
し

よ
う
と
し
て
ゾ
ハ
γ
ギ
I
ル
の
聖
戦
を
援
助
し
、
失
敗
し
た
結
果
、
カ
シ
ュ
ガ

リ
ア
貿
易
の
断
絶
(
一
八
二
七

l
一
二
一
)
と
い
う
清
朝
の
報
復
措
置
に
苦
し
ま

ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

=
l
カ
γ
ド
汗
園
、が
、
一
八
三

O
年
(
道
光
一

O
)
、



406 

ジ
ハ
ン
ギ
l
ル
の
兄
ユ

l
ス
プ
を
操
つ
で
カ
ジ
ュ
ガ
リ
ア
に
侵
入
し
、
掠
奪
戦

争
を
試
み
る
に
い
た
っ
た
事
情
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
包
囲
す
る
こ
と
僅
か
三
カ
月

で
コ

l
カ
ン
ド
軍
が
引
上
げ
た
の
は
プ
ハ

1

ラ
汗
閣
の
攻
撃
に
備
え
る
た
め
で

あ
り
、
そ
の
の
ち
再
び
侵
入
を
企
て
た
の
で
、
透
境
の
安
定
を
欲
し
た
清
朝
は

妥
協
と
譲
歩
の
方
針
を
定
め
、
一
入
コ
二
三
二
年
(
道
光
一
一
|
二
一
)
遇

商
関
係
が
再
開
さ
れ
た
経
緯
を
考
察
す
る
。

つ
い
で
、
「

2
コ
I
カ

γ
ド
汗
闘
の
東
方
政
策
」
で
は
、
通
商
再
開
の
の

ち
、
コ

l
カ
γ
ド
汗
園
の
要
求
を
容
れ
た
清
朝
が
さ
き
に
波
牧
し
た
カ
シ
ュ
ガ

リ
ア
在
住
十
年
未
満
の
コ
I
カ
シ
ド
商
人
の
土
地
を
返
還
し
た
こ
と
、
「
I
カ

γ
ド
商
人
に
封
す
る
関
税
を
廃
止
し
た
こ
と
、
コ

I
カ
γ
ド
汗
の
任
命
す
る
代

官
に
徴
税
槌
を
認
め
た
こ
と
な
ど
を
明
か
に
し
た
の
ち
、
こ
れ
に
な
お
満
足
し

な
い
で
仲
総
貿
易
の
凋
占
を
目
ざ
し
た
コ

l
カ
γ
ド
汗
園
の
バ
ミ

1
ル
周
遊
諸

国
や
カ
ザ
l
プ
族
、
キ
ル
ギ
ズ
族
に
封
す
る
侵
略
、
征
服
活
動
を
検
討
し
て
、

コ
I
カ
ン
ド
汗
園
の
東
方
貿
易
濁
占
政
策
が
そ
の
護
展
の
重
要
な
一
原
因
で
あ

?
た
こ
と
を
結
論
す
る
。
筆
者
は
か
つ
て
ホ
l
ジ
ャ
家
一
族
の
監
親
の
代
償
と

し
て
清
朝
、
が
コ

l
カ
γ
ド
汗
に
年
金
を
輿
え
、
そ
の
ア

P
サ
カ
ー
ル
に
徴
税
を

許
し
た
と
い
う
プ
ー
ル
ジ
ャ
!
の
記
述
を
清
朝
側
の
記
録
に
合
わ
な
い
と
し
て

否
定
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
(
「
異
民
族
統
治
上
か
ら
見
た
る
清
朝
の
回
部
統

治
政
策
」
・
一
九
四
五
)
、
著
者
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
明
か
に
筆
者
の
誤

解
で
あ
り
、
清
朝
で
は
従
来
ど
お
り
呼
岱
達
も
し
く
は
商
頭
と
よ
ん
で
い
て

も
、
「
そ
の
職
能
は
汗
の
徴
税
吏
も
し
く
は
領
事
の
如
、
き
も
の
で
、
コ

l
カ
シ

ド
側
で
は
ア

P
サ
カ
ー
ル
と
呼
ん
で
い
た
」
も
の
で
あ
る
。

「
3
ワ
リ
U
ハ
I
γ

の
聖
戦
と
コ

1
カ
γ
ド
汗
園
」
に
お
い
て
は
、
ま
ず
コ

l
カ
シ
ド
領
内
に
居
住
し
た
ホ
1
ジ
ャ
家
一
族
の
血
縁
関
係
を
検
討
し
、
つ
い

で
彼
ら
が
コ

1
カ
γ
ド
汗
園
の
東
方
政
策
と
あ
い
表
裏
し
て
い
か
な
る
行
動
を

取
っ
た
か
、
ま
た
サ
ル
ト
系
都
市
住
民
と
ウ
ズ
ベ
ッ
ク
族
の
内
紛
、
帝
政
ロ
シ

ア
の
侵
略
の
た
め
に
壊
滅
に
ひ
ん
し
て
い
た
コ

I
カ
ン
ド
汗
園
が
東
方
の
カ
シ

ュ
ガ
リ
ア
に
劃
し
て
い
か
に
行
動
し
、
い
か
な
る
閥
係
を
も
っ
て
い
た
か
を
考

察
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
七
和
卓
出

or
同
「
耳
己
主
冨
ロ
の
反
乱
や
倭
里
汗

毛
色
片
貝
冨
ロ
の
反
飢
の
経
緯
を
も
っ
と
も
詳
し
く
追
究
し
た
論
考
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。
た
だ
、
コ

l
カ
ン
ド
汗
園
の
衰
弱
に
伴
っ
て
、
ホ
l
ジ
ャ
の
後
試
問

と
コ

l
カ
γ
ド
人
|
|
本
園
の
冒
険
者
お
よ
び
カ
ジ
ュ
ガ
リ
ア
在
留
者
ー
ー
が

反
飢
の
主
導
権
を
握
り
、
清
朝
統
治
機
構
の
無
力
化
に
乗
じ
て
侵
入
を
繰
返
し

た
事
情
を
明
確
に
す
る
に
は
、
慎
重
に
過
ぎ
て
説
得
力
を
依
く
憾
み
が
な
い
で

も
な
い
。第
九
章
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
ム

杢
掌
は
終
章
と
し
て
清
朝
史
料
を
中
心
と
す
る
「

1
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
の
イ
ス

ラ
ム
」
の
諸
相
(
五
基
、
祭
紀
、
刑
法
な
ど
)
の
考
察
と
ホ
l
ジ
ャ
に
よ
っ
て

代
表
さ
れ
る
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
の
「
2
神
秘
主
義
と
そ
の
中
国
イ
ス

ラ
ム
へ
の
影
響
」
の
究
明
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
全
鰻
と
し
て
た
い
へ
ん
行
き

と
ど
い
た
研
究
で
あ
る
が
、
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
に
お
け
る
土
俗
的
信

仰
の
考
察
に
お
い
て
、
マ
ザ
1

ル
(
墳
墓
)
崇
拝
と
悌
教
信
仰
と
の
関
係
や
ト

ル
コ

U
モ
ン
ゴ
ル
的
な
劉
答
守
去
の
法
の
存
在
な
ど
に
燭
れ
て
い
な
い
の
は

な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
「
務
集
四
人
が
合
請
す
る
」
(
五
三
二
頁
)
と

い
う
務
集
は
目
白
苫
の
音
認
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
は
本
書
を
通
讃
し
て
そ
の
梗
概
を
述
ベ
、
た
ま
た
ま
気
づ
い
た
疑
貼
を

翠
げ
た
だ
け
で
、
批
評
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
紹
介
と
し
て
も
は
な
は
だ
不
行

届
き
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
筆
者
自
身
が
十
分
に
承
知
し
て
い
る
。
た
だ
最
後

に
敢
て
全
額
と
し
て
の
感
想
を
附
け
加
え
る
こ
と
を
許
し
て
も
ら
え
る
な
ら

ば
、
ま
ず
付
句
讃
鮎
が
省
略
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
せ
い
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
に
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行
文
が
流
暢
さ
を
敏
い
て
い
て
讃
み
づ
ら
い
こ
と
、
ま
た
、
同
漢
文
史
料
の
訓
讃

に
時
に
課
識
が
み
ら
れ
る
の
は
と
も
か
く
も
、
慣
例
讃
み
に
従
っ
て
い
な
い
た

め
に
著
者
が
一
僅
ど
う
訓
ん
で
い
る
の
か
剣
ら
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
と

が
惜
し
ま
れ
る
。
つ
ぎ
に
は
白
一
世
曾
史
と
い
い
な
が
ら
、
史
料
の
関
係
に
も
依

る
で
あ
ろ
う
が
、
テ
ー
マ
の
取
上
げ
方
、
そ
の
取
扱
い
方
に
お
い
て
政
治
史
、
統

治
史
の
枠
を
脆
け
切
っ
て
い
な
い
貼
が
気
に
な
る
c

カ
ザ
1
7
族
の
絹
馬
貿
易

が
も
っ
ぱ
ら
清
朝
と
の
関
係
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
で
い
る
の
や
、
コ

1
カ
γ
ド

商
人
の
カ
γ
ュ
ガ
リ
ア
貿
易
が
主
と
し
て
コ

1
カ
γ
ド
汗
園
の
東
方
政
策
と
い

う
籾
鮎
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
の
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。
な
お
伺
農
業
問
題

に
つ
い
て
は
圃
表
や
統
計
を
駆
使
し
て
詳
し
い
論
震
を
行
な
い
な
が
ら
、
商
業
、

手
工
業
、
鎖
業
な
ど
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
鱒
れ
る
と
と
ろ
が
な
い
の
は
、
史
料

の
快
如
も
あ
ろ
う
が
、
い
さ
さ
か
物
足
り
な
い
。
ま
た
、
田
漢
人
の
農
業
移
民

に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
ウ
イ
グ
ル
人
世
曾
に
大
き
な
影
響
を
輿
え

た
と
思
わ
れ
る
漢
人
の
商
人
や
備
工
者
な
ど
一
般
移
住
民
に
封
す
る
考
察
を
快

い
て
い
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
東
干
反
飢
の
背
景
を
明
か
に
す
る
必
要
か
ら
し

て
も
、
遺
憾
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
妄
言
を
弄
し
て
労
作
の
撃
債
を
傷
つ
け

た
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
が
、
笠
田
割
の
僻
と
し
て
著
者
の
寛
恕
を
得
ら

れ

れ

ば

幸

で

あ

る

。

十

月

十

三

日

(

羽

田

明

)

407 

曾

告

去
る
十
一
月
三
目
、
第
八
回
線
曾
に
お
い
て
報
告
い

た
し
ま
し
た
と
お
り
、
印
刷
費
の
値
上
り
に
と
も
な
っ

て
、
本
曾
の
財
政
に
重
大
な
支
障
を
生
ず
る
に
い
た
り

ま
し
た
の
で
、
評
議
員
曾
の
承
認
を
え
て
、
曾
費
を
、

昭
和
三
十
九
年
度
(
「
東
洋
史
研
究
」
第
二
三
容
第
一

競
)
以
降
、
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
い
た
し
ま
す
。

新
曾
費
年
額
平
二
百
圃

新
舎
費
は
、
郵
遺
曾
員
に
封
す
る
郵
迭
料
を
含
ん
だ

も
の
と
し
て
計
算
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
手
渡
し
曾

員
に
つ
い
て
は
一
割
引
き
(
年
額
千
八
十
園
)
と
い
た

し
ま
す
。
た
だ
し
、
非
曾
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定
債

の
ほ
か
に
、
郵
塗
料
と
し
て
買
費
を
申
受
け
る
事
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

諸
物
債
騰
貴
の
折
柄
、
曾
員
各
位
の
経
済
的
負
摺
を

重
く
い
た
し
ま
す
事
は
、
誠
に
心
苦
し
い
次
第
で
は
あ

り
ま
す
が
、
諸
般
の
事
情
を
御
賢
察
の
上
、
本
曾
費
展

の
た
め
に
御
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
こ
こ
に
お
願

い
申
上
げ
ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
十
二
月
二
十
日

曾

員

各

位

東

洋

史

研

究

曾
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